
主な内容
●平成28年度の由布市行財政改革取り組み状況報告《概要》
●由布市 臨時的任用職員・嘱託職員の登録受付について
   １１月１１日・１２日、挾間町中須賀グラウンドで「はさまきちょくれ祭り２０１７」が開催されました。
　 表紙は、寒空の下で熱戦を繰り広げた「こども相撲大会」の様子。詳細は、１５ページをご覧ください。
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　平成２８年度から平成３２年度までの５年間の由布市の行財政改革の指針として、第３次由布市行財政
改革大綱および同実施計画を策定しています。実施計画では、この５年間の行財政改革の取り組みについ
て、①持続可能な財政基盤の確立、②機能的・効率的な組織体制の構築、③選択と集中による公共サービ
スの質的向上、④市民等との協働による地域経営の４つを改革の視点のもと進めています。今回は、計画
の初年度である平成２８年度の取り組み状況の概要を報告します（報告書は市ホームページに掲載してい
ます）。

①持続可能な財政基盤の確立  
（１）歳入の確保
　市税等の収納強化を行うとともに、市有地の売却や貸し付け、ホームページのバナー広告やユーバス時
刻表に有料広告を掲載するなど自主財源の確保に努めました。
　市税の収納率は、前年度比で０．５ポイント向上し、９４．７％となりました。
●市税等の収納状況
 【一般税】

区　分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比較 平成26年度比較

調定額 4,250,305 4,162,639 4,194,088 31,449 △ 56,217

収納額 3,960,562 3,917,738 3,971,944 54,206 11,382

収納率 93.18% 94.20% 94.70% 0.50% 1.52%

（目　標） （93.8％）

現年度 98.45% 98.59% 98.73% 0.14% 0.28%
過年度 22.62% 23.39% 24.31% 0.92% 1.69%

 【国保税】
区　分 平成26年度 平成27年度 平成28年度 前年度比較 平成26年度比較

収納率 76.43% 78.37％ 79.40% 0.01% 0.03%

（目　標） （76.8％）

現年度 93.23% 93.33% 94.07% 0.74% 0.84%

過年度 19.53% 22.08% 22.04% -0.04% 2.51%

（２）公用車数の見直し
　関連施設に配備した車両の払い下げや、小松寮の民営化等により、平成２８年度末の保有台数は１２０台
となり、計画の目標値を大きく上回ることができました。
　一方、保有台数が大きく減ったことで、車両の配置に不均衡が生じたので、今後は適正な配置について
検討を進めていきます。
●公用車数

②機能的・効率的な組織体制の構築
　組織体制は、柔軟かつ機能的に対応できるよう、組織再編計画に基づいて平成２８年７月に本庁舎方式へ
移行しました。また、職員数については、定員管理計画に基づき職員数の適正化を進めてきました。
　震災後には、地域整備課から農政課と建設課に職員を配置し、災害復旧事務の援助を行うなど、所属を
超えた柔軟な対応を行ってきました。

●定員管理の状況

区　分 平成26年度 平成27年度
平成28年度

前年度比較 平成26年度比較
実績 （目標）

一般職員数 329 327 327 （327） 0 △ 2
消防職員数 65 65 69 （65） 4 4
合　計 394 392 396 （392） 4 2

③選択と集中による公共サービスの資質向上
　庁舎の空き室の有効活用について、公有財産管理委員会を開催し、利用の方法等を検討しました。検討
の結果、挾間庁舎の1階フロアを、平成２９年４月から
児童クラブに貸し出しています。湯布院庁舎についても
利用者を公募しましたが、最終的な利用には至っていま
せん。
　また、平成２７年度末に閉校した旧大津留小学校につ
いては、平成２９年４月から地域活性化に寄与する活動
拠点等として地域住民が利用できるようになりました。

④市民等との協働による地域経営
　大分県に所在する大学等が、地域の自治体や企業等と協働して、地域の雇用創出や学卒者の地元定着を
目的とする「大学等による『おおいた創生』推進協議会」に会員として参加し、事業の推進を図りました。
　市の各種委員会においては、識見の委員として大学等の教授を招いたことにより、専門的な見地から各
種計画等を審議することができました。
　また、各自治区単位では解決できなくなりつつある課題解決のための市民主体の新たなコミュニティ組
織として、旧大津留小学校区に「大津留まちづくり協議会」を設立することができました。これにより、
地域活性化に寄与することが期待されています。

おわりに
　平成２８年度は、第３次行財政改革実施計画の初年度であるほか、第２次総合計画等、市の展望を示す
諸計画のスタートの年でもありました。合併から１０年を経過し、市政が新たな一歩を踏み出す年であっ
たと考えられます。
　また、平成２８年４月１６日に、市内でも震度６弱を観測する地震が発生し、市の事務事業の執行に
多大な影響を及ぼしました。震災からの早期復旧、復興を目指して行った財政調整基金の取り崩し額は
１１億５千万円ほどとなり、財政的な負担も非常に大きいものでした。
　このような状況のもと、平成２８年度の行財政改革の実施状況としては、全体的に取り組みが不十分で
あるものが見受けられます。今後は、計画に沿った改革に引き戻すことが必要で、遅延している項目につ
いては一層の取り組みを促進していきます。
●問い合わせ　総務課（本庁舎）☎097−582−1112（内線1216・1217）

（単位：人）

（単位：千円）

（単位：台）

平成２８年度の由布市行財政改革取り組み状況報告《概要》

区　分 平成26年度 平成27年度
平成28年度

前年度比較 平成26年度比較
実績 （目標）

各課配車数 104 104 78 （70） △ 26 △ 26
集中管理者 33 33 42 （65） 9 9
合　計 137 137 120 （135） △17 △17

市政ニュース
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　由布市では、市の各庁舎および各施設において事務補助、作業等を行う臨時・嘱託職員の採用候補者の
登録を受け付けます。この登録は、必要な業務に応じて雇用するものであり、必ずしも雇用を約束するも
のではありません。
⒈申込方法等
　①指定の登録応募用紙に必要事項および希望する職種を優先順に記入し、写真を添付のうえ、封筒に登
　　録応募用紙と住所、氏名を書いた官製ハガキを同封して、直接または郵送でお申し込みください（官
　　製ハガキは面接日程等をお知らせするために使用します）。郵送の場合は、封筒の表に「臨時嘱託職員
　　登録応募用紙在中」と朱書きしてください。
　※ 資格を有する職種は、資格証明書等の写しを添付してください。
　②登録応募用紙
　　・総務課、挾間地域振興課、湯布院地域振興課に置いています。
　③申込先
　　市長部局：総務課職員係　　　　　　〒 879-5498 　由布市庄内町柿原３０２番地
　　教育委員会部局：教育総務課総務係　〒 879-5498 　由布市庄内町柿原３０２番地
　④申込受付期間
　　・平成３０年１月４日㈭～平成３０年１月２５日㈭
　　・午前８時３０分～午後５時 （土日・祝日を除く） 
　　・郵送の場合は、平成３０年１月２５日㈭までの消印有効です。
⒉候補者名簿登録について
　①個人面接または集団面接を実施します。
　②面接日は、平成３０年２月３日㈯を予定しています。
　③雇用開始は、平成３０年４月１日です。
　④雇用期間は、最長１年です。
　⑤応募多数の場合は、由布市内在住者を優先します。
　⑥採用の必要がある時には、候補者名簿登録者の中から選考し通知します。
　※ 登録期間は１年間とします。
⒊勤務条件等について
　①賃金　業務内容により異なります。
　②勤務時間　原則として午前８時30分から午後５時までですが、職場によっては勤務時間が異なります。
　③その他
　　・休日等　原則として、土曜、日曜、祝日が休日となります（職場によっては、休日が異なります）。
　　・休暇等　由布市の規定により、年次有給休暇等が付与されます。
　　・社会保険等　社会保険、雇用保険に加入していただきます。
●申込先・問い合わせ
　総 務 課 職 員 係（本庁舎）　☎ 097-582-1112
　教育総務課総務係（本庁舎）　☎ 097-582-1177

市政ニュース

平成30年度由布市臨時的任用および嘱託職員の登録受付内容	
職 　 　 種 応 募 条 件・ 業 務 内 容 等 勤 務 地 採用予定者数 年 齢
事 務 補 助 員 簡単なパソコン操作ができる者 庄 内 10 人程度 59 歳まで
電 話 交 換 手 課の条件による 庄 内 2 人 程 度 64 歳まで
人 権 啓 発 指 導 員 人権同和教育に携わっている学識経験者 湯 布 院 1 人 程 度 64 歳まで
徴 収 補 助 員 税の訪問徴収による滞納整理等の徴収業務 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで
施 設 管 理 員 施設の条件による 挾 間・ 庄 内 2 人 程 度 64 歳まで

指 導 監 査 事 務 員 企業、法人会計等の実務経験者または知識
のある者 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで

就 労 支 援 員 簡単なパソコン操作ができる者 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで
レ セ プ ト 点 検 員 医療事務技能資格取得者 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで
家 庭 相 談 員 児童を抱える保護者の相談・指導業務 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで
訪 問 指 導 員 看護師免許取得者（※普通自動車免許取得者） 庄 内 2 人 程 度 64 歳まで

介 護 認 定 調 査 員 看護師または保健師免許取得者、もしくは介護支
援専門員資格取得者（※ 普通自動車免許取得者） 庄 内 6 人 程 度 64 歳まで

保 健 師 保健師免許取得者 各 庁 舎 3 人 程 度 64 歳まで
社 会 福 祉 士 社会福祉士免許取得者 庄 内 1 人 程 度 64 歳まで
業 務 補 助 員 施設の条件による

湯 布 院
（ 健 康 温 泉 館 ）

3 人 程 度 64 歳まで
フ ロ ン ト 業 務 施設の条件による 4 人 程 度 64 歳まで
清 掃 業 務 施設の条件による 2 人 程 度 64 歳まで
火 葬 場 管 理 人 危険物・ボイラー取り扱い経験者 庄内・湯布院 4 人 程 度 64 歳まで
作業員・技術補助員 現場の条件による 各 庁 舎 12 人程度 64 歳まで

職 　 　 種 応 募 条 件・ 業 務 内 容 等 勤 務 地 採用予定者数 年 齢
市立学校臨時講師 教育免許資格者 市内小・中学校 22 人程度 64 歳まで
中高一貫臨時講師 中学数学または英語教育免許取得者 市内中学校 6 人 程 度 64 歳まで

小学校英語指導助手 英語でコミュニケーションが取れる者
（就労活動に制限のない者） 市内小学校 3 人 程 度 59 歳まで

学 校 図 書 室 司 書 司書、司書補または学校司書免許取得者 市内小・中学校 13 人程度 59 歳まで
学 校 校 務 員 学校の条件による 市内小・中学校 6 人 程 度 59 歳まで
特別支援員（兼校務員） 学校の条件による 市内小・中学校 14 人程度 59 歳まで

幼 稚 園 臨 時 教 諭 幼稚園教諭取得者 市内幼稚園 7 人 程 度 64 歳まで

幼稚園特別支援教諭 幼稚園教諭取得者 市内幼稚園 3 人 程 度 64 歳まで
幼稚園預かり保育士 幼稚園教諭取得者 市内幼稚園 5 人 程 度 64 歳まで
幼稚園預かり支援員 幼稚園教諭免許は不要 市内幼稚園 4 人 程 度 64 歳まで

臨 時 調 理 員 調理師免許取得者優遇
（月 12 日～ 14 日程度の勤務）

庄 内
（学校給食センター） 10 人程度 59 歳まで

事 務 補 助 員 簡単なパソコン操作ができる者 市 内 14 人程度 59 歳まで

未 来 館 技 師 施設の条件による 挾 間 1 人 程 度 59 歳まで
図 書 館 司 書 司書取得者 市 内 9 人 程 度 59 歳まで
施 設 管 理 員 施設の条件による 市 内 2 人 程 度 64 歳まで
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＊年齢条件は、平成 30 年 4 月 1 日現在
＊資格、免許等が必要な職種については、免許状のコピーを提出していただきます。

由布市	臨時的任用職員・嘱託職員の登録受付について

45 2017.12　市報ゆふ 市報ゆふ　2017.12



競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の

お
知
ら
せ

　被災者生活再建支援制度の適用が終了したことに伴い、熊本・大分地震により被災した家屋の２次調査・再調
査の申請受付は、平成３０年１月１５日㈪で終了します。なお、市外避難や入院などのやむを得ない理由により
期間内に申請することができない方についてはご相談ください。
●問い合わせ
　防災安全課（本庁舎）　　 ☎０９７－５８２－１１４０
　税　務　課（本庁舎）　　 ☎０９７－５８２－１２６９
　庄内振興局地域振興課　　 ☎０９７－５８２－１１１３
　挾間振興局地域振興課　　 ☎０９７－５８３－１１１１
　湯布院振興局地域振興課　 ☎０９７７－８４－３１１１

市政ニュース

　平成２８年熊本・大分地震に際しまして、全国の皆さまから支援物資や支援金など心温まるご支援、ご厚情を賜
り、心から感謝申し上げます。
　この度、皆さまから頂戴しました支援金の使途が下記の通りとなりましたことをご報告させていただきます。
　頂戴しました支援金は、損壊した宅地の復旧や観光復興支援、崩壊した家屋の撤去等、被災者の支援および由布
市の復興に活用させていただきました。
　本来であれば、皆さまお一人おひとりにお礼を申し上げるべきところでございますが、本誌面上でのお礼をもっ
て代えさせていただきます。
　ご協力いただきました皆さまに心から厚くお礼申し上げます。

平成２９年１２月　１日
由布市長　　相馬　尊重

　　庄内総合運動公園の隣接地に生涯学習の拠点施設として、由布市庄内公民館を建設します。
　　新たな公民館は、地域住民にとって、身近な学習拠点として、だれもが利用しやすく、集い、交流できる施　
　設となっています。完成は来年の10月を予定しています。
　　工事期間中は市民の皆さんにご迷惑をおかけすることと思いますが、ご協力のほどお願いします。

●工事期間　　　平成29年11月上旬～平成30年10月１日
●設計・監理者　株式会社昭和設計九州事務所
●施行者　　　　株式会社平野工務店・鬼塚産業株式会社・安田電機株式会社
●工事概要　　　RC造＋木造＋鉄骨造平屋建、延べ床面積　１５６４．４２㎡

●問い合わせ　社会教育課（本庁舎）　☎０９７ー５８２ー１２０３

 災害復旧支援金の活用内訳（平成２９年１２月１日現在）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
事　業　名 支援金額

崩壊家屋解体撤去業務 21,314
湯布院地域観光振興（プレミアム商品券発行事業） 9,880
湯布院地域観光振興（宿泊者に対するおもてなし商品券発行事業） 16,258
里道等復旧補助金 10,000
地震被災者賃貸住宅補助金 2,500
宅地崩壊復旧支援金 27,000
自治区自主避難開設運営支援金 1,000
災害被災者住宅再建支援事業の補助金 10,000
自治公民館等復旧補助金 7,500
各学校施設の災害復旧費 1,000
震災復興事業 1,642
支援金額計 108,094

災害支援金額　金１０８，０９４，９８２円

災害支援金の受付を平成２９年１２月２８日をもって終了します
温かいご支援、誠にありがとうございました由布市庄内公民館の着工のお知らせとお願い

熊本・大分地震に係る
被災家屋調査の申請受付は１月１５日㈪で終了します
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約
に
係
る
競
争
入
札
へ
の
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
け
付
け
を

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
者
の
方
で
、
平
成
29
年
２
月
に
「
平
成
29
・
30

年
度
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
」
を
提
出
し
て
い
る
場
合
、
今
回
の
申
請
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
。

●
受
付
期
間　
建
設
工
事
（
県
内
業
者
）　
　
　
１
月
９
日
㈫
～
２
月
28
日
㈬

　
　
　
　
　
　
建
設
工
事
（
県
外
業
者
）　
　
　
２
月
１
日
㈭
～
２
月
28
日
㈬

　
　
　
　
　
　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等　
　
　
２
月
１
日
㈭
～
２
月
28
日
㈬

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
場
所　
財
政
課
契
約
検
査
室
（
本
庁
舎
本
館
２
階
）

●
提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送
（
２
月
28
日
必
着
）

　
物
品
・
委
託
な
ど
の
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
は
、
平
成
30
年
３
月
15
日
ま
で
に

　
市
が
発
注
す
る
平
成
30
・
31
年
度
の
各
種
委
託
業
務
、
物
品
の
買
入
れ
な
ど
の
契
約

に
係
る
競
争
入
札
へ
の
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
け
付
け
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間　
２
月
１
日
㈭
～
３
月
15
日
㈭

　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

●
受
付
場
所　
財
政
課
契
約
検
査
室
（
本
庁
舎
本
館
２
階
）

●
提
出
方
法　
持
参
ま
た
は
郵
送
（
３
月
15
日
必
着
）

※
各
種
要
領
・
様
式
等
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
は
契
約
検
査
室
ま
で
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
お
渡
し
し
ま
す
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
ト
ッ
プ
画
面
の
事
業
者
の
皆
さ
ん
へ
⇩
「
入
札
・
契
約
」
⇩「
入
札
参
加
資
格
審
査

　
申
請
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
）
。

●
問
い
合
わ
せ　
財
政
課
契
約
検
査
室
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
７
６
（
内
線
１
２
５
５
）

▲庄内公民館完成イメージ図 ▲１１月９日、現地で安全祈願祭が
　 行われました
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市
の
水
道
事
業
は
、
皆
さ
ん
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く
水
道
料
金

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
道
事
業
を
円
滑
に
運
営
す
る
た
め
に
も
、

水
道
料
金
の
期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
支
払
い
は
お
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
で
も

　
水
道
料
金
の
お
支
払
い
は
、
市
役
所
の
会
計
窓
口
や
各
金
融
機
関

の
他
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
納
付
書
で
は
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　
で
の
お
支
払
い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
口
座
振
替
の
ご
案
内

　
納
付
は
便
利
で
確
実
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
由
布
市
指
定
金
融
機
関
（
大
分
銀
行
・
豊
和
銀
行
・
大
分
み
ら
い

信
金
・
大
分
県
信
・
大
分
県
農
協
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
）
で
申
し
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
市
内
の
各
金
融
機
関
に
ご
ざ
い
ま

す
。
市
外
に
お
住
ま
い
の
方
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
郵
送
で
お
届

け
し
ま
す
。
水
道
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
に
は
、
預
貯
金
通
帳
・
通
帳
届
出
印
が
必
要
で
す
。

　
口
座
振
替
日
は
、
検
針
月
の
翌
月
末
日
で
す
（
金
融
機
関
の
休
業

日
に
あ
た
る
場
合
は
翌
営
業
日
）
。

●
水
道
関
係
の
届
出
は
平
日
午
後
５
時
ま
で
に

　
水
道
を
使
用
開
始
す
る
場
合
は
、
開
始
日
の
前
日
午
後
５
時
ま
で

に
水
道
課
ま
た
は
各
振
興
局
地
域
整
備
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

（
※
休
日
も
し
く
は
休
日
明
け
か
ら
使
用
開
始
す
る
場
合
は
、
そ
の

日
よ
り
前
の
平
日
中
に
お
願
い
し
ま
す
）
。

●
問
い
合
わ
せ

　
水
道
課
（
本
庁
舎
）　
　
　
　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
３
２
８

　
挾
間
振
興
局
地
域
整
備
課　
　
☎
０
９
７
ー
５
８
３
ー
１
１
１
１

　
湯
布
院
振
興
局
地
域
整
備
課　
☎
０
９
７
７
ー
８
４
ー
３
１
１
１

　

平
成
30
年
産
以
降
の
米
政
策
に
関
す
る
国
の
施
策
が
大

き
く
見
直
さ
れ
ま
す
。

　
施
策
の
主
な
変
更
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
変
更
点
①

　

国
に
よ
る
米
の
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
行
わ
れ
な
く

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
需
要
量
に
見
合
っ
た
米
の
生
産
を
引
き
続
き

推
進
す
る
た
め
、
国
が
示
す
需
要
情
報
を
参
考
に
、
大
分

県
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
各
地
域
の
再
生
協
議
会
に
対
し

て
、
大
分
県
が
独
自
に
定
め
た
目
標
値
（
目
安
）
を
通
知

し
ま
す
。

●
変
更
点
②

　

生
産
数
量
目
標
に
沿
っ
て
生
産
し
た
方
に
対
す
る
「
米

の
直
接
支
払
交
付
金
（
10
ア
ー
ル
当
た
り
７
，５
０
０

円
）」が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
変
更
点
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
由
布
市
農
業

再
生
協
議
会
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
大
分
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
「
農
地
活
用
・
集
落
営
農
課
」
を
検
索
し
、

新
着
情
報
「
平
成
30
年
産
以
降
の
米
政
策
の
見
直
し
に
つ

い
て
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
由
布
市
農
業
再
生
協
議
会

　
☎
０
９
７
ー
５
４
７
ー
７
１
４
５

●
募
集
規
程　
ハ
ガ
キ
に
よ
る
公
募
と
し
、
シ
ル
バ
ー
作

　
品
展
の
趣
旨
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
と
し
ま
す
。

①
募
集
部
門

　
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
（
川
柳
の
み
課
題
を
設
け
ま
す
）

②
募
集
期
間　
平
成
30
年
１
月
１
日
㈪
～
１
月
31
日
㈬

　
※
当
日
消
印
有
効

③
募
集
資
格　
　
大
分
県
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

　
（
昭
和
34
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）

④
応
募
規
程

　

㋐
１
人
に
つ
き
短
歌
を
１
首
、
俳
句
を
２
句
、
川
柳
を

　
　
２
句
ま
で
と
し
、
未
発
表
作
品
に
限
り
ま
す
。

　
・
川
柳
は
課
題
を
設
け
、「
家
族
」と
し
ま
す
。

　

㋑
応
募
は
、
部
門
別
に
各
庁
舎
福
祉
係
に
用
意
し
て
い

　
　
る
応
募
用
ハ
ガ
キ
を
用
い
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

・
必
ず
楷
書
で
記
載
し
、
必
要
に
応
じ
て
漢
字
に
は
ふ

　
　
り
が
な
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
・
応
募
部
門
、
本
名（
ふ
り
が
な
）、筆
名（
ふ
り
が
な
）
、

　
　

住
所
、
電
話
番
号
、
性
別
、
生
年
月
日
、
所
属
団
体

　
　

名
を
明
記
し
、
大
会
事
務
局
ま
で
郵
送
で
提
出
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

●
表　
彰　
各
部
門
別
に
特
選
・
入
選
作
品
を
表
彰
し
ま
す
。

●
参
加
費　
無
料

●
応
募
先

　
〒
８
７
０
ー
０
９
０
７　
大
分
市
大
津
町
２
丁
目
１
番
41
号

　
大
分
県
社
会
福
祉
協
議
会　
市
民
活
動
支
援
部

　
長
寿
い
き
い
き
班

●
問
い
合
わ
せ　
福
祉
課
福
祉
係
（
本
庁
舎
）　

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
２
６
５
（
内
線
２
１
４
７
）

　
国
内
に
お
い
て
、
野
鳥
に
お
け
る
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
き
ん
や
愛
が
ん
鶏
を
飼
わ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
は
、

適
切
な
飼
養
管
理
や
消
毒
、
野
鳥
の
侵
入
防
止
等
の
予
防

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
複
数
の
突
然
死
な
ど
の
異
常
を
発
見
し
た
場
合

は
、
家
畜
保
健
衛
生
所
へ
情
報
伝
達
を
行
う
の
で
、
由
布

市
畜
産
セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ　
由
布
市
畜
産
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
３
４
４

●
目
的　
年
末
は
、
人
や
車
の
動
き
が
慌
た
だ
し
く
な

り
、
道
路
凍
結
や
飲
酒
の
機
会
の
増
加
に
よ
り
交
通
事

故
の
多
発
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
民
総
ぐ
る
み

の
交
通
安
全
運
動
を
展
開
し
、
交
通
安
全
意
識
を
高
め
、

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す

る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
ま
す
。

●
期
間　
12
月
15
日
㈮
～
12
月
24
日
㈰
の
10
日
間

●
運
動
の
重
点

　
・
高
齢
者
と
子
ど
も
の
交
通
事
故
防
止

　
・
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

　
　
～
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯
・

　
　
　
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
走
行
・
反
射
材
の
着
用
～

　
・
飲
酒
運
転
の
根
絶
～
飲
ん
だ
ら
の
れ
ん
～

●
問
い
合
わ
せ　
防
災
安
全
課
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
４
０

水
道
料
金
は
必
ず
納
期
限
内
に

納
め
ま
し
ょ
う

平
成
30
年
産
以
降
の

米
政
策
見
直
し
に
つ
い
て

第
29
回　
豊
の
国
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
短
歌
・
俳
句
・

川
柳
展
作
品
募
集

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予
防
し
ま
し
ょ
う

「
お
お
い
た
冬
の
事
故
ゼ
ロ
運
動
」

の
実
施
に
つ
い
て

●問い合わせ　挾間振興局地域整備課　☎０９７－５８３－１１１１

市営特公賃住宅の入居者募集

鶴田第２団地　　１戸 サンコーポラス挾間（旧雇用促進住宅）空あり

所在地 由布市挾間町挾間 687 番地１ 由布市挾間町下市 424 番地２

住宅の概要 木造２階建て４ＬＤＫ ( １棟１戸建て） 鉄筋コンクリート造
５階建て　３ＤＫ

入居者
資格  ①一定以上の所得を有すること ②市県民税等の滞納がないこと ③同居親族を有すること

家賃等

 ・月額　５１，０００円
 ・ 敷金１５３，０００円
　（家賃の３ヵ月分）
 ・浄化槽使用料
　月額　 １，０５０円

・月額　 ４２，４００円
・敷金　１２７，２００円
　（家賃の３ヵ月分）
・浄化槽使用料
　月額　１，０５０円
・駐車場使用料
　月額　２，６２５円／ 1 台

抽選申込
受付期間

12月 18日㈪ ～平成 30 年 1月 9日㈫
※ 平日午前８時３０分～午後５時　（抽選応募受付）
※ 希望者複数の場合は抽選となります。
所得証明書（１６才以上の入居者全員分・ 前年分
の源泉徴収票可）を持参ください。

 随時受付中 
 平日午前８時３０分～午後５時
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旅館等に関わる消防法令改正の経過措置期限について

①設置が義務化された施設・建物
　旅館・ホテル等には、保養所、民宿、ペンショ
　ン、山小屋、バンガローなどの宿泊施設が該当
　します。
②自動火災報知設備とは
　・感知器の信号を受信盤で検出して警報を発信
　　します。部屋等に設けて火災を感知する「感
　　知器」とその感知器からの信号を受信して警
　　報を発する受信機等により構成されています。
　 ・ 旅 館 等 の 延 べ 面 積 が 、３００㎡ 未 満 の 場 合
　　（一部除く）「特定小規模施設用自動火災報知設
　　 備」が設置できます（配線と受信盤のいら
　　ない無線式の自動火災報知設備なども使用で
　　きます）。
③設置の期限
　既に営業されている旅館等は平成30年３月末ま
でに設置してください。
　※ただし、次の㋐～㋒までのすべてに適合する
ものにあっては、「消防用設備等の特例規定適用
願」の提出により、自動火災報知設備の設置を要
しません。（平成26年3月28日消防予第１１８号）

㋐延べ面積が３００㎡未満の防火対象物であること。
㋑改正政令の施行の際に特定小規模施設における
　必要とされる防火安全機能を有する消防の用に
　供する設備等に関する省令（平成20年総務省令
　第１５６号）第３条第２項第２号イ及びロに規 
　定する部分すべてに、現に連動型住宅用火災警
　報器（規則第23条第４項第１号ニに掲げる場所
　を除き煙式であるものに限る。）が設置されて
　いるものであること。
㋒イに掲げる住宅用火災警報器は、交換期限　（自
　動試験機能付きのものについては、機能異常の表
　示がされるまでの期間と製造年から１０年間の
　何れか短い期間。）を超えていないものである
　こと。

　具体的な事柄は、お問い合わせください。
●問い合わせ
　消防本部予防課　☎０９７ー５８３ー１３２０

　平成24年５月に発生した広島県福山市ホテル火災を受けて、自動火災報知設備の設置基準が見直しされました。
　平成27年４月１日に消防用設備等の基準が改正され、小規模なホテル・旅館等で就寝の用に供する居室を持つ
ものに対して延べ面積に関わらず自動火災報知設備を設置することが義務付けられました。

　
由
布
市
で
は
、
平
成
30
年
４
月
に
由
布
市

の
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子
様
の
保

護
者
で
、
就
学
援
助
の
要
件
に
該
当
す
る
方

に
入
学
準
備
金
を
支
給
し
ま
す
。

　
入
学
前
の
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
、

入
学
準
備
金
と
し
て
新
入
学
用
品
費
（
入
学
に
必
要
な
も
の
を
購
入
す

る
費
用
）
を
支
給
し
ま
す
。

※
入
学
後
、
申
請
お
よ
び
認
定
さ
れ
た
方
へ
の
お
支
払
い
は
８
月
下
旬

　
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
注
意

　
次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
入
学
前
支
給
を
受
け
た
場

合
は
返
還
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

①
平
成
30
年
３
月
末
日
以
前
に
由
布
市
外
に
転
出
さ
れ
る
場
合

②
平
成
30
年
４
月
に
由
布
市
の
小
・
中
学
校
に
入
学
さ
れ
な
い
場
合

③
入
学
準
備
金
支
給
の
認
定
を
受
け
た
後
、
４
月
以
降
に
行
わ
れ

　
る
審
査
に
よ
り
、
平
成
30
年
度
就
学
援
助
費
（
入
学
準
備
金
以

　
外
）
の
申
請
が
却
下
さ
れ
た
場
合

●
受
付
期
間　
平
成
29
年
12
月
下
旬
～
平
成
30
年
１
月
31
日

　
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
学
校
教
育
課
も
し
く
は
各
学
校
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
学
校
教
育
課
（
本
庁
舎
）

　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
１
７
９
（
内
線
１
３
２
４
）

　
子
ど
も
た
ち
の
登
下
校
時
間
帯
や
休
日
な
ど
に
、
子

ど
も
の
見
守
り
活
動
を
通
し
て
地
域
と
子
ど
も
と
の
つ

な
が
り
が
”ち
ょ
っ
と
だ
け
“
増
え
て
、
子
ど
も
た
ち

と
あ
い
さ
つ
を
交
わ
し
な
が
ら
地
域
を
歩
く
”地
域
み

ん
な
で
見
守
り
さ
ん
ぽ
“を
実
施
し
ま
す
。
散
歩
を
し
た
り
身
体
を
動
か
す
こ

と
に
よ
る
健
康
増
進
を
図
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
と
の
ふ
れ
合
い
に
よ
る
心
の

健
康
も
図
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
そ
の
思
い
が
、
保
護
者
に
も
良
く
認
識
で
き
る
よ
う
、
こ
の
活
動
に
賛
同
し

て
く
れ
る
地
域
や
団
体
な
ど
に
目
印
と
し
て
『
バ
ン
ダ
ナ
』
を
交
付
し
ま
す
。

こ
の
目
印
を
身
に
着
け
る
こ
と
で
子
ど
も
た
ち
へ
の
声
掛
け
を
し
易
く
す
る
と

と
も
に
、
地
域
の
防
犯
力
向
上
に
つ
な
げ
、
不
審
者
や
子
ど
も
た
ち
に
「
見
守

ら
れ
て
い
る
」
と
、
意
識
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
地
域
み
ん
な
で
子
育
て
を
す
る
こ
の
活
動
に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

　
事
前
に
名
簿
登
録
い
た
だ
い
た
方
に
は
、
後
日
、
ゆ
ー
ふ
ー
が
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
た
特
製
バ
ン
ダ
ナ
を
各
庁
舎
窓
口
で
交
付
し
ま
す
。

●
見
守
る
相
手　
由
布
市
内
の
子
ど
も
た
ち

●
バ
ン
ダ
ナ
配
布
の
対
象
者　
登
下
校
時
間
帯
な
ど
に
散
歩
や
身
体
を
動
か
し

　
な
が
ら
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
す
る
活
動
に
賛
同
す
る
地
域
や
団
体
ま
た

　
は
個
人
で
名
簿
に
登
録
し
た
お
お
む
ね
20
歳
以
上
の
由
布
市
民

●
応
募
方
法　
別
途
配
布
す
る
チ
ラ
シ
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
地
域
や
団
体

　
で
取
り
ま
と
め
て
名
簿
を
提
出
ま
た
は
個
人
で
交
付
申
請

●
受
付
窓
口　
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
庁
舎
の
子
育
て
支
援
窓
口
に
提
出

●
登
録
締
切　
平
成
30
年
１
月
12
日
㈮

●
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課
（
本
庁
舎
）
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
２
６
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ　
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
３
４
３

　
11
月
13
日
か
ら
、
平
成
30
年
度
認
可
保
育
所
等
の
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
新
規
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
込
み
を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
受
付
期
限
が
12
月
28
日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
報
ゆ
ふ
11
月
号
の
10
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
な
お
、
平
成
29
年
度
２
・
３
月
入
所
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
も
、
12
月
28
日
ま
で
の
受
付
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
あ
わ
せ
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
支
援
課
（
本
庁
舎
）　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
２
６
２

　
児
童
扶
養
手
当
と
は
、
ひ
と
り
親
の
家
庭
（
離
婚
、
死
亡
、
未

婚
の
母
子
）
、
父
ま
た
は
母
が
障
が
い
・
生
死
不
明
・
遺
棄
・
拘

禁
家
庭
等
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
援
助
す
る
た
め
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

●
受
給
対
象
と
な
る
児
童　
18
歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
3
月
末
日
ま
で
の
児
童
、
ま
た
は
20

歳
未
満
の
一
定
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童

●
手
当
額（
平
成
29
年
４
月
現
在
）

　
父
、
母
、
同
居
の
扶
養
親
族
等
の
前
年
中
の
所
得
額
や
扶
養
親
族
の
数
に
応
じ
、
全
部
支
給
・
一
部

支
給
・
支
給
停
止
（
０
円
）
に
分
か
れ
ま
す
。

　
児
童
が
１
人
の
場
合
‥
‥
全
部
支
給
（
月
額
）
４
２,
２
９
０
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
支
給
（
月
額
）
４
２,
２
８
０
円
～
９,
９
８
０
円

　
ま
た
、
扶
養
し
て
い
る
児
童
が
２
人
以
上
い
る
場
合
は
、
手
当
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

※
扶
養
親
族
等
の
数
に
よ
り
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。

●
支
給
月

　
４
月（
12
～
3
月
分
）・
８
月（
4
～
7
月
分
）・
12
月（
8
～
11
月
分
）の
年
３
回
で
す
。

※
手
当
は
、
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

　
手
続
き
等
詳
し
く
は
、
担
当
窓
口
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　
子
育
て
支
援
課
（
本
庁
舎
）　
☎
０
９
７
ー
５
８
２
ー
１
２
６
２
（
内
線
２
１
３
４
）

入
学
準
備
金
支
給
の
お
知
ら
せ

「“
心
も
身
体
も
健
康
に
”
地
域
み
ん
な
で

　
見
守
り
さ
ん
ぽ
」登
録
者
募
集
に
つ
い
て

　
（“
み
ん
な
で
子
育
て
”
市
民
総
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
）

平
成
30
年
度

認
可
保
育
所
等
の
利
用
手
続
き
に
つ
い
て

児
童
扶
養
手
当
制
度
の
ご
案
内

1011 2017.12　市報ゆふ 市報ゆふ　2017.12



ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　１１月６日、少年警察ボランティアとして
地域の少年非行防止および青少年の健全育成
に貢献された、浦松辰信さん（湯布院町川
上）、阿部よし子さん（庄内町野畑）、山口
健さん（湯布院町中川）の３人が、太刀川大
分県警察本部長から表彰されました。登下校
時のあいさつ運動やイベント時のパトロール、
金融機関を見回り振り込め詐欺を未然に防ぐ
活動など２０年以上地域を見守り続けてきた

ことが評価
されました。

◀山口健さん（左）
　阿部よし子さん
　（中央）
　浦松辰信さん（右）

　１１月８日、庄内町のおおつる交流セン
ターで、挾間町の石城、谷幼稚園の２園の園
児27人が、竹とんぼづくりを通して交流を
図りました。園児たちは、竹とんぼの色塗り
をした後、一斉に竹とんぼを飛ばして遊びま
した。その後、講師の三原先生が太い竹から
竹とんぼを切り出す過程を実演し、園児たち
はその手さばきに釘付けになっていました。
最後にセンター内の作業場を見学。伝統文化

を通して他
の園児と交
流する貴重
な機会とな
りました。

　１１月３日、由布市役所本庁舎で、
平成２９年度由布市「文化の日」功
労表彰式が行われました。社会福祉
保健功労など７人の方と１団体に対
し、これまでの功績を称え、相馬市
長から表彰状が贈られました。

活交

表

地
域
の
安
心
の
た
め
に

文
化
に
ふ
れ
て

人
に
ふ
れ
て

平
成
29
年
度
由
布
市

「
文
化
の
日
」
功
労
表
彰

動流

彰社会福祉保健功労  坂 本　知惠子 挾間町民生委員・児童委員
由布市挾間町民生委員・児童委員 

社会福祉保健功労  山 﨑　佳 子 庄内町民生委員・児童委員
由布市庄内町民生委員・児童委員 

社会福祉保健功労  豊 岡　陽 子 挾間町人権擁護委員  　
由布市人権擁護委員

農業振興功労  池 辺　稲 生 第 65 回全国乾椎茸品評会
優等賞 ( 農林水産大臣賞 ) 

畜産振興功労  河 野　浩 二 第 11 回全国和牛能力共進会
第 3 区　3 位

教育文化功労  中 西　麻 耶 世界パラ陸上競技選手権大会
走り幅跳び決勝　銅メダル 

教育文化功労  三重野　呉 春

第 55 回全国高等学校ライフル射撃競技選手権大会
女子エアライフル立射 40 発競技　優勝（大会新記録）
第 72 回国民体育大会 2017 えひめ国体
ライフル射撃少年女子ビームライフル立射 40 発
競技　優勝（大会新記録）

教育文化功労
 読み聞かせグループ

「どんぐり」
 代表　野田　時枝

平成 12 年１月設立以来地域の教育文化
の向上に貢献

平成 29 年度 由布市「文化の日」功労表彰者 ※ 敬称略

叙勲　長年の功績をたたえて
～叙勲を受けられた方を紹介します～

●平成２９年　秋の叙勲

●第２９回　危険業務従事者叙勲

　高校卒業後建設業に従事し、主に設計業務を担
当。昭和５６年に独立開業後は各地区公民館や商
業施設など多くの設計を行い地域貢献に尽力されま
した。一方、県内初の商品券（前払式証票）発行事
業や、地域観光・特産品開発事業に着手するなど商
工会のリーダーとして商工業者の振興発展を支えて
います。３町の商工会合併を成功させ現在は、由布
市商工会長、大分県商工会連合会副会長としてご活
躍されています。受賞おめでとうございます。

　加藤さんは、大分県警に４２年間勤め、主に県
民の生活安全に関する業務に従事してきました。
風俗営業や鉄砲の許可、少年犯罪や密売、麻薬犯
罪の取り締まりなどに尽力され、現場の最前線
で活躍。退職後は、自治委員、農業委員を務めら
れ、現在も簡易水道組合長などを務められていま
す。趣味のゴルフを楽しみながら、長きにわたっ
て県民や地域のために貢献してきました。この度
の受章おめでとうございます。

　「毎日弁当を作って支えてくれた妻に感謝、地
域のかたがたに助けていただいて感謝」。こう
語ってくれた古野さんは、昭和４６年に由布院郵
便局に入局。主に集配業務や貯金保険の営業など
に従事されたそうです。簡保セールス躍進賞、飛
躍賞を受賞するなど営業成績も優秀で、こつこつ
真面目に３８年間郵便局員として社会の潤滑油的な
仕事を行ってきました。この度の受章おめでとう
ございます。

　後藤さんは、陸上自衛隊員として約3年ごとの
転勤で主に九州および北海道の各駐屯地における
会計経理に携わってきました。今回の受章にあ
たって「一つ一つの職務に対し地道にコツコツと
頑張ってきて良かったと思うとともに、家内の内
助の功あっての叙勲だと感じた」と語ってくれま
した。退職後は、ゴルフ、ウォーキング、家庭菜
園などを楽しんでいるそうです。この度の受章お
めでとうございます。

旭日双光章
中小企業振興功労　
利光 直人さん（７０）

＝挾間町下市＝

瑞宝双光章
警察功労

加藤 正信さん（７１）
＝庄内町櫟木＝

※ご本人の了解を得て氏名・年齢のみご紹介します。

※ご本人の了解を得て氏名・年齢のみご紹介します。

瑞宝単光章　看護業務功労
木村 照美さん（６２）

瑞宝単光章　警察功労
石田 敬之さん（７１）

瑞宝単光章
郵政業務功労

古野 幸治さん（６５）
＝湯布院町川南＝

瑞宝双光章
防衛功労

後藤 勇 さん（６１）
＝湯布院町川南＝

瑞宝双光章　警察功労
小野 行昭さん（７１）

 　１１月５日、湯布院町の湯平地区公民館で、
「第４２回湯の里ふれあいまつり」が開催され
ました。ステージ上では、湯平地区公民館で活
動している各教室の大正琴・歌謡の発表や湯平
子ども神楽の演舞を披露しました。会場内では、
生け花、陶芸、絵手紙、習字教室の作品展示や
バザー、グラウンドゴルフ大会などのイベント
が行われました。過ごしやすい秋の気候の下で、
じっくりと文化にふれる一日となりました。

　１１月５日、湯布院町の川西農村健康交流
センターで「第２２回かわにし文化収穫祭」
が開催されました。ステージでは、民謡や大
正琴などの文化芸能発表を披露。会場内では、
生け花や陶芸などの作品展示、朝採れ野菜市、
フリーマーケット、餅つき・餅まきが行われ
ました。毎年恒例の新米のすくい取り大会で
は、行列ができるにぎわいを見せました。

祭祭

第
42
回

湯
の
里
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

第
22
回

か
わ
に
し
文
化
収
穫
祭

りり
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ゆーふー主任のまちかどズームアップ

　１１月２５日、老人ホームゆふで、「いこ
いのキッチン」が開催されました。この行事は、
あなみ保育園による共生型こども食堂の活動
で、園児や保護者、地域のかたがたが参加する
夕食会です。子どもたちと一緒に夕食を囲むこ
とでお互いに元気になることを目的として、先
月に続き２回目の開催。今回のメニューは、団
子汁、おにぎり、即席漬け。総勢５２人が参加
し、楽しく夕食を囲みました。参加した親子か
らは「みんなで食べることが少ないので、たく
さんの人と一緒に食
べることができて楽
しかったです」と好
評で、身も心も温ま
る新たな地域交流の
会となっています。

　１１月２５日、はさま未来館で「第１１回な
らねっ子まつり」が「第３３回国民文化祭・
おおいた2018」「第１８回全国障害者芸
術・文化祭おおいた大会」の由布市プレイベ
ントとして開催されました。オープニングと
して、由布市子ども司書が後藤楢根の生涯を
スライドで披露。開会式では、後藤弘子大会
実行委員長が「子どもたちの活動を前面に出
すことを目指し、将来の由布市の市民文化を
格調高いものにしたい」と話しました。俳
句・短歌の優秀作品の展示やお茶席、こども
ステージなど子ど
もたちの日ごろの
成果を見ることが
できる祭りとなり
ました。

　１１月２６日、ＪＲ大分
駅府内中央口広場で由布市
商工会主催（由布市共催）
で、昨年の熊本・大分地震
で被災した本市への支援に
感謝と由布市観光PRを兼ね
たイベントが開催されまし
た。特産品ブランド化と農

商工観連携となったこのイベントには、市
内から１６店舗が出店し、湯布院のパン屋
が集うミニパンフェスを開催するなど、終
日多くの人でにぎわいました。また、陸上
の中西麻耶選手をはじめ、郷土芸能の神楽
や太鼓の公演、餅つきや温泉を使った手湯、
さらには豪華賞品が当たる抽選会なども行
われ、由布の「元気」を発信しました。
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▼イルミネーションの幻想的な中、
　源流太鼓が観客を魅了

▶人気のパン屋さんが集合した
　ミニパンフェス

第２８回庄内神楽祭り・第３６回ふるさと祭り

第３２回はさまきちょくれ祭り２０１７

　１１月３日、４日の２日間、庄内総合運動公園神楽殿で「第２８回庄内神楽祭り」が開
催され、市内外から約７，０００人（神楽祭り・ふるさと祭り合わせて）の神楽ファンが会
場を訪れました。神楽ばやし愛好会による神楽ばやしの演舞からスタートし、市内の保
育園児によるかわいらしい舞や庄内神楽をはじめ市内各地域の神楽座による力強く華麗
な舞で観客を魅了。歓声が飛び交う中、２日間で計
２１団体が伝統の舞を披露しました。
　また、隣接する多目的広場では、「第３６回庄内町
ふるさと祭り」も開催され 、特産品の販売や食欲を
そそる屋台販売、ステージプログラムのお楽しみ抽
選会、ヒットパレーダースによる特別公演なども行
われ、訪れた人々は美味しいふるさとの味に舌鼓を
打ちながら、楽しんだ１日となりました。

　１１月１１日、１２日の２日間、「第３２回はさまきちょくれ祭り２０１７」が中洲賀グラウン
ドで開催されました。司会は今年も、首藤健二郎さんと志賀江梨子さんが務め、軽快なトー
クで祭りを盛り上げました。オープニングを、はさま保育園の園児によるわんぱく太鼓が飾り、
神楽や子どもたちによるステージイベントやダンスなどで会場は盛り上がりました。２日目
には、文化協会のステージや熱戦続きのこども相撲大会、挾間町出身の演歌歌手大沢あすか
ショー、抽選券付き招福もちまきが行われ、盛況のうちに祭りは幕を閉じました。農産物の
直売ややせうまの無料配布など２日間を通じて多くの来場者でにぎわいました。

　由布市に新しい特産品が誕生しました。今
回は庄内梨の果肉を混ぜた白あんを、特製最
中の皮で挟んだお菓子です。中村暖さん（庄内
中学校３年）のデザインをモチーフに、市特産品
ＰＲ連絡協議会が手掛け、地元の㈱菊家が商品
化しました。早速、ふるさと祭りやきちょくれ
祭りで販売され、両祭りともすぐに
完売するなど大好評！今後は、改良
して販売予定ですが、いつか常設
販売されるよう期待しています。

新しい特産品が完成！
その名も　　　　　「荒神さま」

ボランティア清掃活動

暴力絶滅に向け広報啓発活動を実施

　１０月３１日、祭りを前に、大分建物管理
の従業員のかたがたが、天神山駅、庄内総合
運動公園内のトイレや野球場で清掃のボラン
ティア活動を行いました。この活動は、毎年
行われていて今年で１５回目となります。本
当にありがとうございます。

▲相馬市長への商品完成報告会の様子

　１１月３日・４日に開催された庄内神楽祭り・庄内町ふるさ
と祭りで「由布市暴力絶滅対策協議会」が暴力絶滅に向けて
広報啓発活動を行いました。当協議会員・大分南警察署員・
防犯協会員・大分県警のマスコットキャラクター（ピンキー
くん・パンキーちゃん）ら総勢１０人で、当協議会名入りの

トートバック・ポケットティ
シュ等を配布し、暴力絶滅を
呼びかけました。また、会場
には大分県警の交通安全教育
車（セーフティぶんご）やパ
トカーも来場し、訪れた観客
は安全運転教育車による安全
運転を体験しました。

▲暴力絶滅の呼びかけ

　１１月１９日、「第２回大龍まつり」が庄
内体育センターで開催されました。大龍東部
１区自治区が取り組む由布コミュニティ（地
域の底力再生）事業の一環として昨年から開
催。昨年の盛況を受け今年はより大きな会場
に変更し、太鼓やステージイベントで盛り上
がりました。また、大龍の味コーナーでは手
打ちそばやおでんなどが出店され、大盛況と
なりました。今後も大龍東部一区では祭り
をはじめ、イ
ベントを行い、
地元を元気に
していきたい
とのことです。

　１１月１０日、「平成２９年度全日本卓球選
手権大会マスターズの部」が新潟県上越市で
開催され、女子フィフティの部で見事５位に
なった矢野和代さん（挾間町赤野）が、本庁
舎を訪れ相馬市長に大会の報告を行いました。
矢野さんの２人の娘さんも９月に開催された
大分県民体育大会で卓球の主力メンバーとし
て女子の部優勝に貢献するなど親子で活躍

されていま
す。「来年
は優勝を目
指します」
と語ってく
れた矢野さ
ん。期待し
ています！
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健康ナビ

　これまでの由布市国保特定健診の結果から、歩く速度がゆっくりである人ほどメタボリックシンドロームにな
りやすいことがわかっています。メタボ予防のためにも、そして何より脚の老化を防ぐために、ご高齢の方に限
らず、まだまだ元気な時から１日 20 分程度（※注）の早歩きを意識してみませんか？
（由布市国保では早歩きの人を現状の 42 . 5％から 43 . 4％に増やすことを目標にしています）
※注：あくまで目安です。ご自分の身体と相談しながら 5～ 40分の範囲で取り組むことをオススメします。
　また、足腰に負荷のかける活動を控えておいたほうがいい方は、無理をしないようにお願いします。

　高額介護合算療養費とは、毎年８月から翌年７月までの１年間に支払った医療保険と介護保険の自己負
担額の合計額が基準額を超えた場合に、その超えた額について支給される制度です。大分県後期高齢者医
療制度の被保険者で支給が見込まれる方に、平成３０年１月にお知らせと支給申請書を送付します。支給申
請書に必要事項を記入し、申請手続きをしてください。
【申請に必要な書類】
　支給申請書・お知らせの文書・印鑑・通帳等（口座情報が確認できるもの）・後期高齢者医療被保険者証・
介護保険被保険者証・マイナンバー通知カード等（マイナンバーを確認できるもの）
※ 申請者（代理人含む）の身元確認ができるもの（運転免許証等）

　申請受付はお住いの市町村で行いますので、担当窓口に次のものをご持参のうえ、手続きをしてください。

　なお、代理申請をされる場合は代理の方の印鑑、本人確認証明も必要となります。
※ 障がい認定はご本人の申請により、７５歳になるまでは将来に向かって撤回することができます。 
　この場合、撤回後は国民健康保険、社会保険等に加入することになります。
●問い合わせ
　保険課（本庁舎）　☎ 0 9 7－5 8 2－1 1 2 1
　大分県後期高齢者医療広域連合　☎ 0 9 7－5 3 4－1 7 7 1（代表）

Point! 筋肉は大きく分けて２種類の筋繊維でできています。

長距離型筋肉

筋力が衰えると‥‥

筋肉の断面図筋肉の断面図

短距離型筋肉
起立、姿勢の維持、ゆっくりした歩行など

早歩き、走る、力仕事、スポーツなど

加齢で活動量が減るなか、
普段のゆっくり歩きだけだと…

日常生活でも
鍛えられる

意識をしないと
鍛えられない！

日常で絶えず使われている筋肉

運動の強さが大きくなると使われる筋肉

短距離型筋肉は衰える一方！

⇨

▶
⇨

大分県が運営する健康アプリ「おおいた歩
あるとっく

得」の利用開始のお知らせ
～平成２９年１２月１日から利用開始、グループでの参加も可能～

今より  “ ちょっと” 早歩きのススメ

●問い合わせ　保険課（本庁舎）☎ 097ー582ー1121（内線 113 3）

●問い合わせ　大分県福祉保健部健康づくり支援課　☎０９７－５０６－２６６６

ダウンロード等詳しくはホームページをチェック

どうして“早歩き”？

長

短

長

短
長距離型

短距離型

転倒

骨折
腰痛

が起こりやすくなります！

大分県に在住の18歳以上
（高校生を除く）
の方が対象です。

おおいた歩得

高額介護合算療養費のお知らせを送付します

65歳から74歳の方が後期高齢者医療制度の
障がい認定を受ける際の手続きについて

☆印鑑
☆障がいの程度が確認できる書類
　（障害者手帳など）
☆本人確認証明
　（運転免許証など
　　本人と確認できるもの）
☆マイナンバー通知カード等
　（マイナンバーを確認できるもの）

●開催日時　平成３０年１月７日㈰
　　　　　　午前９時集合
●集合場所　湯布院庁舎駐車場
●参加料　　会員　２００円
　　　　　　一般　３００円（保険代、地図代）
●その他　　・事前申し込み不要
　　　　　　・マイレージポイント付与
　　　　　　　（１，０００ポイント）
　　　　　　・神社前で御神酒の振る舞いがあ
　　　　　　　ります
●問い合わせ
　「ゆふウォーキングクラブ」
　事務局　浦松
　☎ ０９０－３７９８－１２１４　

　「ゆふいん三社詣で」
ウォーキング約6㎞コース

市民健康ウォーキング

　健康温泉館の年末年始期間中の営業日・時間が次のよ
うになります。
　なお、１２月２９日㈮、３０日㈯は通常どおり営業します。
●休館日　１月１日（元日）
●営業時間の変更
　・１２月３１日㈰ 、１月２日㈫ 、１月３日㈬
　　午前１０時から午後５時まで
　　（受付は午後４時３０分まで）

水中運動教室からの年末年始のお知らせ
●毎週水曜日に開催している水中運動教室は次の日程で
　お休みします。
　・１２月２７日㈬および１月３日㈬
●問い合わせ　湯布院健康温泉館　クアージュゆふいん
　☎０９７７ － ８４ － ４８８１

湯布院健康温泉館（クアージュゆふいん）
年末年始のお知らせ

　「おおいた歩
あるとっく

得」は、大分県民の健康維持につながる生活習慣の定着化を図ることを目的に、無理せず楽しみな
がら参加でき、継続して利用できるアプリケーションです。
　日常のウォーキングや健診などによって得られる健康ポイントが目標ポイントに達成すると「おおいた歩得カー
ド」が画面に表示されます。
　「おおいた歩得カード」は大分県内の協力店で提示することで特典を受けることができるお得なカードです。ほ
かにもランクアップにより、豪華賞品を抽選でプレゼント！
　みんなで健康になって、「おおいた歩得カード」を獲得しましょう。

～由布市国保の健診結果から考える～
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　１１月５日、臼杵市諏訪山体育館で第８回小手川
力一郎旗争奪剣道大会が県内各地から１８チームが
出場して開催されました。
　小学生高学年の部に湯布院竹友会が出場し、見事
初優勝を果たしました。
　３年生から６年生で編成した竹友会の選手たちは、
予選リーグを順当に勝ち進み１位通過。決勝トーナ
メントも順調に準々決勝まで勝ち上がりました。準
決勝では、苦戦を強いられましたが、僅差で勝利。
決勝では、持ち前の粘りを発揮して優勝旗を手にし
ました。
　優勝した選手たち
は、「みんなが応援
してくれて、絶対に
勝ちたいという強い
気持ちで頑張った。」
と喜びいっぱいに話
してくれました。

先鋒　伊美寛之輔（5年）
次鋒　立川　天翔（3年）
中堅　川浪　紬　（5年）
副将　大本　瑠華（5年）
大将　一野　靖智（6年）

　１１月７日から９日の３日間、団体戦１２チーム・
個人戦６チーム（総勢９６人）の参加のもと、第
２５回湯布院町秋季バドミントン大会が湯布院Ｂ＆
Ｇ海洋センター体育館で開催されました。主な成績
は次のとおりです。
団体戦
　優　勝　チャレンジ
　準優勝　あさぎり

個人戦ダブルス
　優　勝　滝川　将太・加藤　美那
　準優勝　藤髙　美穂・佐藤　美保

　１１月１２日、リーグ戦２ｎｄステージ第１５節ラインメール青森戦がア
ウェイで行われました。前半１４分に先制点を許し、前半のうちに同点。
１－１で折り返しました。後半は、勝ち越しを狙い粘り強く戦うも後半
４４分に失点し、土壇場で敗戦を喫しました。最終戦を勝利で飾ることが
できず、シーズン通算順位を１４位で終えました。今シーズンも厳しい戦
いが続きましたが、来シーズンに向けて頑張れ！ヴェルスパ！

最終戦頑張れ！

ヴェルスパ大分！

▶ Facebook　https://www.facebook.com/verspah
　また、チームのホームページもぜひご覧ください。 http://verspah.jp/

ゆふスポ！まちのスポーツ情報

▲優勝した『竹友会』チーム

▲時間往復走に頑張る子どもたち

▲団体戦優勝のチャレンジチーム

　湯布院町体育協会主催大

『ダンナさまは幽霊』
流光 七奈　原作、宮咲 ひろ美　漫画

一般　147／リ

12月のカレンダー＜3館共通＞
日 月 火 水 木 金 土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

1月の休館日　1日(祝)～4日(木)・8日(祝)・　　
　　　　　　　 　15日（月）・22日（月）・29日（月）・
　　　　　　　 30日（火）

『闘え！高専ロボコン』
萱原 正嗣　著　一般　548.3／カ

『藤田浩子のハンカチでおはなし』
藤田 浩子　編著　　一般　798／フ

今
月
の
お
す
す
め

PICK UP!湯布院図書館 庄内図書館 挾間図書館

DEAR
図書館だより

—2017.12—

　 ハ ン カ チ を
振ったり、折った
り、丸めたり。保
育園や幼稚園で
のおはなし会や
親子での読み聞
かせの場を楽し
くすること間違いなしのハンカチあそびを、
イラストを使って紹介しています。

　２０１７年で３０周
年を迎えるロボコン。
毎年異なるルールに
合わせ、アイデアを出
し製作する過程や地
区大会・全国大会の
様子を追っています。
大分高専も頑張って
いますよ！

　誰もが興味を持っ
ている死後の世界を
紹介する一方で、愛す
る方をなくし、悲しい
思いを抱えている遺
族の方に少しでも安ら
いだ気持ちになってほ
しいという願いが込
められた本です。

由布市立図書館 〒879-5506 由布市挾間町挾間104番地1（はさま未来館2階・3階）☎097-586-3150
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

庄内図書館 〒879-5406 由布市庄内町西長宝412-1 （庄内公民館1階） ☎097-582-0214
火～日 午前９時～午後５時

湯布院図書館 〒879-5102 由布市湯布院町川上3758-1（湯布院公民館2階） ☎0977-84-2604
火～金 午前10時～午後６時／土・日 午前10時～午後５時

休館日＜3館共通＞ 毎週月曜日・毎月最終火曜日・祝日・年末年始
http://www.c i ty .yufu .o i ta . jp/ l ibrary/　  h_tosho@city .yufu .o i ta . jp

お
は
な
し
会

●
挾
間
図
書
館　（
午
後
２
時
30
分
〜
）

　
〈
毎
月
第
３
水
曜
日
〉

　
12
月
20
日
㈬
・
1
月
17
日
㈬

●
庄
内
図
書
館　（
午
前
10
時
〜
）

　
〈
毎
月
第
３
日
曜
日
〉

　
12
月
17
日
㈰
・
1
月
21
日
㈰

●
湯
布
院
図
書
館　（
午
前
10
時
15
分
〜
）

　
〈
毎
月
第
2
木
曜
日
〉

　
1
月
11
日
㈭

12
月
テ
ー
マ
展
示

●
挾
間
図
書
館

　
「
ク
リ
ス
マ
ス
」

●
庄
内
図
書
館

　
一
般　
「
す
っ
き
り
暮
ら
す
」

　
児
童　
「
サ
ン
タ
さ
ん
」

●
湯
布
院
図
書
館

　
一
般
・
児
童　
「
ク
リ
ス
マ
ス
」

　
特
別
展
示　
「
い
わ
さ
き
ち
ひ
ろ
」

挾
間
図
書
館　
12
月
企
画
展
示

「
ク
リ
ス
マ
ス
の
し
か
け
絵
本
」

　
ク
リ
ス
マ
ス
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

が
多
く
の
場
所
で
見
ら
れ
る
時
期
に

な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
ワ
ク
す
る
し
か

け
絵
本
を
図
書
館
に
展
示
し
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
※
12
月
24
日
㈰
ま
で

挾
間
図
書
館
・
庄
内
図
書
館
・

湯
布
院
図
書
館

年
末
年
始
休
館
日
の
お
知
ら
せ

12
月
28
日
㈭
～
１
月
４
日
㈭

●
返
却
日
が
過
ぎ
た
本
を
お
持
ち

　

の
方
は
、
12
月
27
日
㈬
ま
で
に

　
必
ず
ご
返
却
く
だ
さ
い
。

●
休
館
中
に
本
を
返
却
さ
れ
る
場

　

合
は
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
を
ご
利

　

用
く
だ
さ
い
（
大
分
県
立
図
書

　

館
な
ど
他
館
の
本
・
紙
芝
居
・

　
付
録
の
C
D
類
・
雑
誌
の
返
却

　
は
で
き
ま
せ
ん
）。庄
内
図
書
館・

　

湯
布
院
図
書
館
は
、
年
末
年
始

　

の
間
、
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト
の
ご
利

　
用
が
で
き
ま
せ
ん
。　

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス（
蔵

　

書
検
索
・
予
約
・
ご
利
用
状
況

　

参
照
な
ど
）
は
、
通
常
ど
お
り

　
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　

来
年
1
月
5
日
㈮
か
ら
開
館
し

　

ま
す
。
期
間
中
は
ご
迷
惑
を
お

　

掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
い
た

　
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

図
書
通
帳
開
始
１
周
年

　

図
書
通
帳
の
運
用
開
始
か
ら
は

や
１
年
。
市
内
・
市
外
を
問
わ
ず
、

多
く
の
方
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
き
、

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

カ
ラ
フ
ル
な
表
紙
は
絵
本
作
家
ザ
・

キ
ャ
ビ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
さ
ん
の
オ

リ
ジ
ナ
ル
イ
ラ
ス
ト
で
す
。
本
の

記
録
、
心
の
成
長
の
記
録
と
し
て

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

（挾間図書館）

新着図書一覧	〜新着図書の一部を紹介します〜
分　類 書　　名 分　類 書　　名

挾　
間

一 般 317.7 フ 警視庁生きものがかり　       　　 福原　秀一郎

挾　
間　

郷土 H379.9サ ３男１女東大理Ⅲ合格百発百中絶対やるべき勉強法
一 般 451 モ 異常気象はなぜ増えたのか   　　　 　    森　朗 健康 S497.7タ お口の育て方 　　　　　　　　　　竹内　敬輔
一 般 762.8 テ 天才たちのつくった音楽の世界 健康 S498.3チ 超「姿勢」力 　　　　　　　　　 ZERO　GYM
一 般 913.6 イ 波濤の城 　　　　　   　　　     五十嵐　貴久 くらし 593.8ヨ よくわかるストールの巻き方使い方　　　石田　純子
一 般 933.7 グ 運命と復讐　　　　　　　　　  ローレン・グロフ くらし 596 オ 月たった２万円のふたりごはん　 　奥田　けい
文庫本 B913.6チ 塩の道　－おれは一万石－    　　 千野　隆司 絵 本  E オ オニのサラリーマン　しゅっちょうはつらいよ
湾 曲 156 コ ブヒ道　　　　　　             　 　 小泉　吉宏 絵 本  E ミ みんなみんないただきます  　ジル・マケルマリー
湾 曲 685.9 タ 宅配クライシス                　日本経済新聞社 しらべ学 645 ス いやし犬まるこ　　　　　　　　　　　輔老　心
ヤング Y913ウ エトワール！ ３　　　　　　　　 　 梅田　みか 児 童 933 ジ ビーおばさんとおでかけ 　

庄
内

一 般 141.6 ト 人前で「あがらない人」と「あがる人」の習慣 湯
布
院

一 般  5 9 1 タ 貯められない人の家計管理
一 般 779.1 ア しょせん幸せなんて、自己申告。 　綾小路　きみまろ 特色ある 498 イ 医療事務の現場で役に立つ外国人患者の接遇と会話
一 般 914.6 ソ 人生の持ち時間 　　　　　　　　　曽野　綾子 子育て 599.3カ ま・ごはん  ー0歳からの愛情レシピー

チーム“力”で見事優勝！！湯布院町秋季バドミントン大会

第60回記念　県内一周駅伝競走大会　
〜駅伝シーズン到来〜

由布市スポーツ少年団運動適性テスト　駅伝の盛んな季
節となり、本大会
へ向けた合同練習
会も行っています。
　今年度の県内一
周駅伝競走大会は、
平成３０年２月
１９日㈪～２３日㈮の５日間（全３９区間・３９２．１㎞）
にわたり県下一円で開催され、由布市通過は大会３
日目の２１日㈬となっています。
　合同練習会には、どなたでも参加できますので興
味のある方は、ぜひお問い合わせください。
●問い合わせ
　由布市体育協会事務局（スポーツ振興課内）　
　☎097- 582- 1217

　１１月１８日、東庄内小学校で由布市スポーツ
少年団運動適性テストが開催されました。
　市内のスポーツ少年団８団から１５０人が参加
し、立ち幅とび、上体起こし、腕立て伏せ、時

間往復走、５分
間走の５種目を
行い、自分の体
力を測定しまし
た。
　５分間走では、
顔をゆがめて力
走するチームメ
イトにみんなで
大きな声援を送
りました。
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年末年始のごみの収集日について

ラグビーワールドカップ２０１９
大分県開催試合のチケット購入について

医薬品副作用被害
救済制度について

　お薬を使うすべての方
に知ってほしい制度です。
　お薬は正しく使ってい
ても、副作用の起きる可
能性があります。
　万が一、入院治療が必
要になるほどの健康被害
がおきたとき、医療費や
年金などの給付をおこな
う公的な制度があります。
　いざという時のために、
暮らしに欠かせないお薬
だからあなたもぜひ知っ
ておいてください。
●相談窓口・問い合わせ
　独立行政法人医薬品医療機器総合機構
　☎０１２０－１４９－９３１
　月～金曜日の午前９時～午後５時
　（祝日・年末年始をのぞく）

●問い合わせ
　大分県ラグビーワールドカップ 2019 推進室
　☎０９７－５０６－２０８８

運休と変更のお知らせ

変 更 便
変更日 1/23 ㈫

変更内容 スクールバス各コースの帰り第 1 便の発車時刻が次のとおり変更になります。
コース名 始発バス停 発車時刻

変更前 変更後

湯 平 コ ー ス 由布院駅前バスセンター 16：37 ⇒ 12：52
塚 原 コ ー ス 湯布院中学校 16：35 ⇒ 13：00
阿蘇野コース 小野屋駅前 16：15 ⇒ 13：06
大津留コース 庄内庁舎 16：27 ⇒ 13：12
朴 木 コ ー ス 挾間中学校 17：00 ⇒ 13：10
石 城 コ ー ス 庄内庁舎 16：33 ⇒ 12：53

運 休 便
運休日 コース名 運休内容

1/23
㈫

シャトルバス 健康温泉館前 13:42 発、大学病院 13:55 発、
庄内庁舎 14:25 発の各便

塚 原 線 由布院駅前バスセンター12：50 発

〔コミュニティバス〕総合政策課（本庁舎）

〔スクールバス〕教育総務課（本庁舎）
☎097-582-1111（代表）

☎097-582-1177

問い合わせ

　中学校行事に伴い、
スクールバス復路便の
時間を変更して運行す
るため、次の便は運休および変更となります。ご利用の
際はお間違えのないようご利用ください。

　１２月３1日㈰～１月３日㈬の間は、ごみの収集
は行いません。
　ごみステーションには、ごみを出さないように
お願いします。
●年末の最終ごみ収集日　１２月３０日㈯
●新年の収集開始日　　　　１月　４日㈭
※１月のごみの収集については、通常の収集日と
　異なる場合があります。
　ごみの収集日程表をよくご確認ください。
　ごみの持ち込みは１２月３０日㈯までです。
　持ち込み場所は次のとおりです。
●挾間・庄内地域　福宗環境センター
●湯布院地域　　 第２ゆふ浄苑
　（３０日は１１時３０分まで）
※ 各地域の収集につきましては、収集日程表でご
　確認ください。
※ 不明な点は、次の問い合わせまでご連絡ください。
●問い合わせ
　挾間・庄内地域　由布大分環境衛生組合
　☎０９７－５８３－０８６２
　湯布院地域　環境課（本庁舎）
　☎０９７－５８２－１３１０
　第２ゆふ浄苑　☎０９７７－８４－３３０９

　チケットは、2018 年 1 月2 7 日から大会公式
チケットサイトでスタジアム毎またはチーム毎の
セット券( 一般 )、その後、通常チケット販売の順
次抽選申込受付が開始されます。チケット申込・
購入いただくためにはチケットI D の登録（登録無
料）が必要です。詳細は大会公式チケットサイト

（tickets.rugbyworldcup.com）をご覧ください。

く ら し インフォメーション

募
集

大
分
県
立
盲
学
校
幼
稚
部

入
学
者
募
集

●
出
願
関
係
書
類
の
交
付

　
１
月
４
日
㈭
か
ら
大
分
県
立
盲
学
校
事

　
務
室
で
交
付
し
ま
す
。

●
出
願
受
付
期
間

　
１
月
９
日
㈫
～
19
日
㈮

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

●
入
学
希
望
者
面
談
期
間

　
１
月
22
日
㈪
～
25
日
㈭

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時

問
大
分
県
立
盲
学
校

　
☎
０
９
７

－

５
３
２

－

２
６
３
８

放
送
大
学
４
月
生
募
集

　
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
出
願
期
間

　
第
１
回　
２
月
28
㈬
日
ま
で

　
第
2
回　
３
月
20
㈫
日
ま
で

●
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　
２
月
３
日
㈯
・
25
日
㈰

　
３
月
11
日
㈰

個
別
相
談
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
７

－

５
４
９

－

６
６
１
２

大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

平
成
30
年
度
訓
練
生
募
集
（
後
期
）

●
募
集
期
間　
１
月
４
日
㈭
～
31
日
㈬

●
入
校
試
験　
２
月
13
日
㈫

●
合
格
発
表　
２
月
16
日
㈮

●
募
集
内
容　

オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科

（
定
員
20
人
）
、
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ

　
ア
科
（
定
員
20
人
）

●
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

　
の
実
費
が
必
要
）

●
申
込
方
法

　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業
相
談
を
受
け

　
た
の
ち
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
７
３

－

２
２

－

０
７
８
９

大
分
県
立
大
分
高
等
技
術
専
門
校

生
徒
募
集

●
学
科
等　
自
動
車
整
備
科
・
電
気
設

　
備
科
他
で
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な

　
知
識
・
技
能
を
習
得

●
申
込
期
間

　
１
月
４
日
㈭
～
31
日
㈬

●
訓
練
期
間　
４
月
10
日
か
ら
（
１
年

　
間
ま
た
は
２
年
間
）

　
寮
設
備
有
り

●
対
象

　
離
転
職
者
（
18
～
39
歳
）
、
新
規
高

　
等
学
校
卒
業
見
込
み
の
方
な
ど

●
特
典

　
雇
用
保
険
の
給
付
延
長
、
通
学
手
当

　
の
支
給
等

問
大
分
県
立
大
分
高
等
技
術
専
門
校

　
☎
０
９
７

－

５
４
２

－

３
４
１
１

お
知
ら
せ

赤
十
字
救
急
法
講
習
会

＜

基
礎
講
習＞

　
１
月
18
日
㈭

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

●
内
容

　
①
救
急
法
概
論

　
②
心
肺
蘇
生
と
A
E
D
の
使
い
方

　
③
異
物
除
去

●
講
習
費　
１
，５
０
０
円

＜

救
急
員
養
成
講
習＞

　
１
月
19
日
㈮
、
20
日
㈯

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

●
内
容

　
①
き
ず
の
手
当

　
②
骨
折
、
脱
臼
、
捻
挫
等

　
③
急
病　
④
搬
送　
⑤
救
護

●
講
習
費　
１
，７
０
０
円

●
場
所　
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

　
３
階
会
議
室

●
対
象　
15
歳
以
上
の
方

●
定
員　
30
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

　
切
り
と
し
ま
す
）

問
日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

　
事
業
推
進
課

　
☎
０
９
７

－

５
３
４

－

２
２
３
７

大
分
県
交
通
事
故
相
談
所

●
相
談
日

　
平
日
（
年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

●
時
間

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

　
（
正
午
～
午
後
1
時
昼
休
み
）

●
場
所　
大
分
県
庁
舎
別
館
５
階

問
大
分
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課

　
交
通
事
故
相
談
所

　
☎
０
９
７

－

５
０
６

－

２
１
６
６

第
13
回　
八
方
塾

（
大
分
大
学
病
院
市
民
公
開
講
座
）

●
総
合
テ
ー
マ

　
「
頭
痛
に
つ
い
て
学
ぼ
う
」

●
講
師　
大
分
大
学
神
経
内
科
学
講
座

　
助
教　
麻
生
泰
弘
氏

●
日
時　
１
月
11
日
㈭

　
午
後
６
時
～
午
後
７
時

●
場
所　
大
分
大
学
医
学
部
附
属
病
院　

　
玄
関
ホ
ー
ル

※
受
講
料
は
無
料
で
す
。

問
大
分
大
学
医
学
部
医
事
課
患
者

　
サ
ー
ビ
ス
係

　
☎
０
９
７

－

５
８
６

－

５
２
５
０

　
（
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

12月27日㈬ 
午後3時5分〜

防災ラジオの
起動試験の
お知らせ

問い合わせ
防災安全課（本庁舎）
☎097-582-1140

年末年始、ユーバス運休のお知らせ
平成２９年１２月２９日㈮から平成３０年１月３日㈬までは運休します

段階 受付期間 対象者 地域 販売方法 販売
チケット

セット券
販売

1.27 ㈯～ 
2.12 ㈪ 一般 世界同時

抽選
2.26 ㈪

発表

スタジアム
パック

チームパック
開催都市
住民先行

3.19 ㈪～
4.12 ㈭

開催都
市住民 開催都市

抽選
4.26 ㈭

発表
開催都市
チケット

大会
サポーターズ

クラブ
会員先行

5.19 ㈯～ 
6.26 ㈫ 登録者

世界同時

抽選
7.10 ㈫

発表
全試合
通常

チケット
一般

（第１次）
9.19 ㈬～ 
11.12 ㈪

一般

抽選
11.26 ㈪

発表
一般

（第 2 次）
2019.1.19

㈯ 先着
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今
回
は
臼
と
杵
の
お
は
な
し
で
す
。

　
縄
文
時
代
、
木
の
実
や
穀
物
を
す
り
つ

ぶ
す
石
皿
を
起
源
と
し
て
、
そ
れ
か
ら
長

い
間
、
人
間
の
暮
ら
し
の
中
に
あ
り
ま
し

た
。
今
で
も
お
蕎
麦
屋
さ
ん
の
店
先
で
ソ

バ
を
挽
い
て
る
の
を
み
か
け
た
り
し
ま
す

が
、
昭
和
の
初
め
頃
ま
で
は
米
や
ム
ギ
・

ソ
バ
な
ど
の
穀
物
の
脱
穀
・
精
米
・
製
粉

を
す
る
の
に
頻
繁
に
使
用
す
る
た
め
、
身

近
に
あ
る
道
具
の
一
つ
で
し
た
。

　
臼
は
「
搗つ

き
」
と
「
磨す

り
」
に
大
別
さ
れ
、

杵
は
棒
状
で
中
間
部
分
を
細
く
し
て
握
り

や
す
く
し
て
い
る
「
堅た

て

杵き
ね

」
と
杵
本
体
と

柄
が
垂
直
に
交
わ
る
槌
状
の
「
横よ

こ

杵ぎ
ね

が
あ

り
ま
す
。
堅た

て

杵き
ね
は
横
杵
よ
り
歴
史
は
古
く
、

兎う
さ
ぎ

杵き
ね

と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。『
月
に
は

兎
が
住
ん
で
い
て
、
お
餅
を
つ
い
て
い
る
』

と
い
う
、
か
わ
い
ら
し
い
話
が
あ
り
ま
す

が
、
月
の
兎
が
持
っ
て
い
る
杵
は
堅た

て

杵き
ね

な

の
だ
そ
う
で
す
。
臼
と
杵
に
は
、
こ
の
兎

の
話
だ
け
で
は
な
く
、「
さ
る
か
に
合
戦
」

と
い
っ
た
よ
う
な
お
と
ぎ
話
に
も
た
び
た

び
登
場
し
、
ま
た
多
く
の
俗
信
や
儀
礼
が

各
地
に
残
っ
て
い
ま
す
。

・
家
を
新
築
し
た
時
や
火
災
の
時
に
は
、

　
ま
ず
、
臼
か
ら
最
初
に
運
び
出
す
。

・
お
正
月
に
は
歳
神
様
を
迎
え
る
祭
壇
と

　
し
、
鏡
餅
や
若
水
を
供
え
る
。

・
臼
を
伏
せ
、
そ
の
年
の
吉
凶
を
占
う
。

・
仲
秋
の
名
月
に
は
団
子
・
芋
・
ト
ウ
キ

　
ビ
を
手
箕
を
入
れ
、
臼
の
上
に
置
い
て

　
供
え
る
。
な
ど
。

　
昔
、
穀
物
に
は
人
間
の
生
命
力
を
高
め

る
こ
と
が
で
き
る
力
（
精
霊
）
が
宿
っ
て

い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
穀
物
を

〔
問
い
合
わ
せ
〕

 

陣
屋
の
村
歴
史
民
俗
資
料
館

 　
☎
０
９
７-

５
８
３-

３
９
４
１

 

社
会
教
育
課（
本
庁
舎
）

 　
☎
０
９
７-

５
８
２-

１
２
０
３

歴 史 民 俗 資 料 館 報

木ゆ

ふ綿
の
山
通
信

「
餅
」
に
し
て
食
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
力
を
と
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ

れ
て
い
て
、
臼
と
杵
は
「
餅
」
を
調
整
す

る
道
具
だ
っ
た
の
で
神
聖
視
さ
れ
、
こ
の

よ
う
な
話
が
た
く
さ
ん
伝
わ
り
残
っ
て

い
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
臼
と
杵
で
12
月
と
い
え
ば
、
お

餅
つ
き
で
す
ね
。
昔
は
近
所
の
家
が
何
件

か
集
ま
っ
て
共
同
で
大
量
の
お
餅
を
搗つ

い

て
い
ま
し
た
。
一
臼
に
二
升
が
標
準
で
、

そ
れ
を
普
通
の
家
で
も
二
、三
俵
は
搗つ

い
た

の
で
、
お
餅
つ
き
の
日
は
、
午
前
１
〜
２

時
頃
か
ら
は
じ
め
て
、
午
前
９
時
ご
ろ
ま

で
か
か
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　
搗つ

き
あ
が
っ
た
お
餅
を
、
仏
様
や
、
荒

神
様
・
水
神
様
な
ど
家
に
祀
っ
て
い
る
神

様
、
そ
し
て
、
日
頃
使
用
し
て
い
る
農
具

や
釜
な
ど
に
供
え
、
お
正
月
の
間
に
食
べ

る
た
め
の
お
餅
を
た
く
さ
ん
丸
め
て
か
ま

す
に
納
め
る
と
、
お
正
月
を
迎
え
る
準
備

も
一
段
落
つ
き
ま
す
。

　
手
間
が
か
か
り
、
重
労
働
で
本
当
に
大

変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
が
、
そ
の
分
、
新
年

を
迎
え
る
厳
か
な
気
持
ち
や
喜
び
は
、
今

よ
り
も
ず
っ
と
深
く
感
じ
ら
れ
て
い
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

参
考
資
料

　
『
日
本
民
俗
文
化
財
事
典
』

　
『
挾
間
町
誌
』

　
『
庄
内
町
誌
』

　

無料
相談

エ　
　コ

国民
年金

税　
　金

窓口
延長

由布市無料相談のお知らせ 大分エコライフプラザ情報

おしえて！国民年金

今月の税／料

窓口を午後７時まで開庁している庁舎のお知らせ

【行政相談】担当：行政相談委員
困ったら１人で悩まず行政相談
本 庁 舎　　　1月　5日㈮ 午前９時～午前11時
はさま未来館　1月15日㈪ 午前10時～正午
湯布院庁舎　　1月17日㈬ 午前10時～正午

【不動産相談】担当：宅地建物取引士
土地の境界等、不動産全般に関すること(電話相談可能)
本 庁 舎　　 1月は開催しません。

【司法書士市民相談】担当：司法書士（要予約）
※本庁舎会場については、２日前までの事前予約があった場合

のみ開催します。事前予約がない場合は開催しません。
※予約は本庁舎は総務課、挾間および湯布院庁舎は各地域振興

課へお願いします。
不動産登記、相続、金銭トラブル等の法律相談
本 庁 舎　　　1月17日㈬ 午後１時30分～午後４時
挾間庁舎　　　1月 9日㈫ 午後１時30分～午後４時
湯布院庁舎　　1月は開催しません。
【行政書士相談】担当：行政書士
遺言・相続、農地、温泉、成年後見等のお悩みごと
本 庁 舎　　　1月12日㈮ 午後１時～午後３時
挾間庁舎　　　1月19日㈮ 午後１時～午後３時
湯布院庁舎　　1月 5日㈮ 午後１時～午後３時

【公証役場相談】担当：公証人（要予約）
遺言、任意後見契約、離婚給付、死後事務委任契約等の相談
（予約は大分公証人合同役場　☎097–535–0888）
本 庁 舎　　　1月は開催しません。
問総務課総務係（本庁舎）
　☎ 097–582–1112（内線 1218）

再生家具・自転車の抽選会
～再生した家具・自転車を無料でお譲りします～
●申込期限　1 月7日㈰ 　正午まで
　受付開始は月によって異なりますので、大分エコラ  
イフプラザまでお問い合わせください。また、当選時
の持ち帰りは各自でお願いします。
●抽選日時　1 月7日㈰  12：30～
　敗者復活のじゃんけん大会もあります。
※フリーマーケットは１２月から来年２月までお休みし

ます。
　詳しくは、大分市ホームページをご覧ください。
問大分エコライフプラザ　☎097–588–1410

住民票や税等の一部業務のみ取り扱っています。詳しく
は市民課（☎097–582–1137）・税務課（☎097–
582–1269）まで問い合わせください。
12
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2挾

3 4 5 6 7 8 9湯 湯 庄 挾/庄 挾
10 11 12 13 14 15 16湯 湯 庄 挾/庄 挾
17 18 19 20 21 22 23湯 湯 庄 挾/庄 挾
24 25 26 27 28 29 30

湯 湯 庄
31

1
月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6挾

7 8 9 10 11 12 13湯 庄 挾/庄 挾
14 15 16 17 18 19 20湯 湯 庄 挾/庄 挾
21 22 23 24 25 26 27湯 湯 庄 挾/庄 挾
28 29 30 31

湯 湯 庄
※午後５時以降の税等の納付、各種申請等の受け付けはお取り扱いできません。
※12月28日、1月4日は窓口の延長を行いません。

編集後記
▶今年も残りわずかになりました。個人的には苦しい出来事
や嬉しい出来事など目まぐるしい１年でした。皆さんはどんな
１年でしたか？良いお年をお迎えください。（た）
▶クリスマスシーズンの楽しい気持ちと年末年始の慌ただし
さで独特な雰囲気の１２月。個人的には１年で１番好きな月
です。終わり良ければすべて良しということで、今年も色々
ありましたが、最後まで楽しく過ごしましょう。（お）

人　
　口 ひとの動き
総人口  34,790人（-42）
世帯数  15,519戸（- 5）

男  16,630人（-18）
女  18,160人（-24）

11月30日現在 （　 ）は前月比

●市県民税……………………４期分
●入湯税………………………１２月期分（１１月分）
●国民健康保険税……………７期分
●介護保険料…………………７期分
●後期高齢者医療保険料……６期分
納期限　平成２９年12月25日㈪

問大分年金事務所　☎097–552–1211

～新成人の皆さんへ～
２０歳になったら国民年金

　国民年金は、年をとったとき、病気や事故で
障がいが残ったときなどに、働いている世代み
んなで支えようという考えで作られた仕組み
です。
　２０歳以上６０歳未満の方は加入することが
義務付けられています。２０歳になったら、忘
れずに国民年金の加入手続きをしましょう！

【学生納付特例制度】
　学生の方は、ご本人の所得が一定額以下の場
合、国民年金の保険料の納付が猶予される制度
があります。希望される場合には、申請が必要
です。
＜所得の目安＞
１１８万円＋｛（扶養親族の数）×３８万円｝以下

　また、保険料を納めることが経済的に難しい
ときも、保険料免除・猶予制度を利用できる場
合があります。詳しくは下記までお問い合わせ
ください。

防
寒
対
策
に
気
を
配
り
、
作
物
に

あ
っ
た
管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う

●
た
ま
ね
ぎ

　
苗
が
活
着
し
た
ら
早
生
種
は
12
月
に
１
回
目
の
追
肥
を
行
い
ま
す
。
こ
の

と
き
チ
ッ
ソ
成
分
の
高
い
も
の
や
、
や
り
す
ぎ
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
生

育
が
強
す
ぎ
る
と
ト
ウ
立
ち
の
原
因
と
な
り
俗
に
言
う
男
玉
ね
ぎ
に
な
り
ま

す
。
１
月
、
2
月
に
も
追
肥
を
す
る
の
で
少
量
に
し
ま
し
ょ
う
。
同
時
に
ク

ワ
で
う
ね
の
肩
を
削
っ
て
除
草
し
、
そ
の
後
軽
く
土
寄
せ
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
時
期
は
霜
柱
が
で
き
て
根
が
浮
き
や
す
い
の
で
株
元
に
籾
殻
や
ク
ン

タ
ン
、
土
寄
せ
な
ど
で
防
寒
対
策
を
す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

●
だ
い
こ
ん

　
だ
い
こ
ん
は
播
種
後
60
日
頃
か
ら
収
穫
適
期
に
な
り
ま
す
。
収
穫
が
遅
れ

る
と
ス
入
り
に
な
る
の
で
適
期
を
逃
さ
ず
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
大
根
は

養
分
欠
乏
症
に
よ
る
生
育
不
良
に
な
り
や
す
い
野
菜
で
す
。
微
量
要
素
の
投

入
や
土
壌
ph
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
春
ど
り
大
根
は
種
ま
き
時
期
で
す
。

●
キ
ャ
ベ
ツ
、
は
く
さ
い

　
硬
く
締
ま
っ
た
も
の
か
ら
収
穫
し
ま
し
ょ
う
。
菌
核
病
や
軟
腐
病
に
侵
さ

れ
た
株
は
土
壌
伝
染
す
る
の
で
、
速
や
か
に
圃
場
外
へ
持
ち
出
し
処
分
し
ま

し
ょ
う
。

　
食
べ
き
れ
な
い
ハ
ク
サ
イ
は
無
理
に
収
穫
せ
ず
、
畑
で
頂
部
を
紐
で
縛
り

ま
し
ょ
う
。

●
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

　
追
肥
は
肥
料
切
れ
し
な
い
よ
う
速
効
性
の
肥
料
を
施
す
よ
う
心
が
け
ま
す
。

霜
に
あ
た
る
と
変
色
し
ま
す
の
で
葉
で
防
ぎ
ま
す
。
15
㎝
程
度
の
大
き
さ
で

収
穫
し
ま
す
。
頂
部
収
穫
後
は
脇
芽
の
生
育
を
促
す
た
め
早
め
に
追
肥
し
ま
す
。

●
ね
ぎ

　
追
肥
に
は
油
か
す
、
乾
燥
鶏
糞
な
ど
有
機
質
肥
料
も
施
し
ま
す
。
収
穫
で

き
る
も
の
か
ら
収
穫
し
、
畑
で
は
凍
害
を
防
ぐ
た
め
、
株
元
に
土
寄
せ
を
し

て
お
き
ま
す
。
害
虫
の
ネ
ダ
ニ
や
ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
が
つ
か
な
い
よ
う
に
薬

剤
な
ど
で
防
除
し
ま
し
ょ
う
。

●
水
田

　
　
冬
場
の
粗
起
こ
し
は
土
壌
の
病
害
虫
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
ワ

　
ラ
を
す
き
込
む
場
合
は
石
灰
窒
素
な
ど
を
加
え
る
と
早
く
腐
熟
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ　
農
政
課
（
本
庁
舎
）　
☎
０
９
７–

５
８
２–

１
２
９
３

　 農業サポーター
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健康立市　みんなであいさつ“にこにこ笑顔”

　お誕生日コーナーへの掲載を希望される保護者の方は、事前に総務課（☎097–582–1112）へ電話でお申し込みください。対象
は３歳以下で、市報ゆふのお誕生日コーナーに掲載されたことがない方とします（先着順）。1月生まれの申込締切は12月19日㈫で
す。2月生まれの申込締切は1月18日㈭です。

羽
は の

野 咲
え み か

華ちゃん
平成２８年１２月１２日生　挾間町下市

梶
か じ わ ら

原 民
た み

ちゃん
平成２７年１２月１７日生　挾間町赤野

小
お の

野 夢
ゆ め な

奈ちゃん
平成２８年１２月４日生　庄内町西長宝

遠
え ん ど う

藤 蒼
あ お い

士くん
平成２８年１２月２２日生　挾間町北方

佐
さ と う

藤 季
き ほ

歩ちゃん
平成２８年１２月２９日生　挾間町挾間

鷲
わ し の

野 彰
し ょ う や

哉くん
平成２８年１２月２１日生　庄内町畑田

田
た な か

中 奨
し ょ う ご

悟くん
平成２７年１２月２９日生　湯布院町川北

衛
え と う

藤 華
か の ん

暖ちゃん
平成２８年１２月１８日生　挾間町三船

あ な た の 生 ま れ た 大 切 な 日
H a p p y  B i r t h d a y

心の相談
●中部保健所由布保健部
　12月22日㈮　午前10時～正午
●健康増進課
　1月12日㈮　午後1時～午後4時 
　※前日までに要予約☎097-582-1120（健康増進課）
　　保健師、臨床心理士が対応します
　※由布保健部の相談予約は☎097-582-0660
　　医師、保健師が対応します

健康カレンダー休日当番医
■ 内科・外科医
12/23（挾）何松内科循環器科 097-583-1131
12/24（湯）南由布クリニック 0977-85-5245
12/29（庄）宮崎医院 097-582-0345
12/30（湯）日野病院 0977-84-2181
12/31（挾）森本整形外科クリニック 097-586-3700
 １/ １ （挾）さとう消化器・大腸肛門

　　クリニック 097-583-8050
 １/ ２ （湯）ゆずの木クリニック 0977-85-4625
 １/ ３ （湯）秋吉医院 0977-86-2241
 １/ ７ （挾）川崎内科 097-583-5211
 １/ ７ （挾）新こどもクリニック 097-583-8277
 １/ ８ （挾）ごとう医院 097-540-7800

■ 挾間
12/20㈬ 10~11ヵ月児健診 挾間健康センター13：15～14：00受付

■ 湯布院
12/21㈭ ３歳児健診 ゆふいん子育て支援センター 13：00～13：15受付

ちびっこ広場 （９：30～11：30 挾間健康センター）
１２月２２日、１月１２日

■ 歯科医

1/14 （庄）ヒロ歯科クリニック 　097-582-2222
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